
核医学診断／治療に関する医科診療報酬点数表 

第 2 章 特掲診療料 第 3 部 検査 

 

「診療報酬の算定方法の一部を改正する告示」（令和 6 年 3 月 5 日 厚生労働省告示第 57 号） 

「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」 

（令和 6 年 3 月 5 日 保医発 0305 第 4 号） 

 

告示 通知 

通則 

1 検査の費用は、第１節又は第３節の各区分の所定

点数により算定する。ただし、検査に当たって患者

から検体を穿刺し又は採取した場合は、第１節又は

第３節の各区分の所定点数及び第４節の各区分の

所定点数を合算した点数により算定する。 

 

2 検査に当たって患者に対し薬剤を施用した場合

は、特に規定する場合を除き、前号により算定した

点数及び第５節の所定点数を合算した点数により

算定する。 

 

3 検査に当たって、別に厚生労働大臣が定める保険

医療材料（以下この部において「特定保険医療材料」

という。）を使用した場合は、前２号により算定した

点数及び第６節の所定点数を合算した点数により

算定する。 

 

４ 第１節又は第３節に掲げられていない検査であ

って特殊なものの費用は、第１節又は第３節に掲げ

られている検査のうちで最も近似する検査の各区

分の所定点数により算定する。 

 

５ 対称器官に係る検査の各区分の所定点数は、特に

規定する場合を除き、両側の器官の検査料に係る点

数とする。 

 

６ 保険医療機関が、患者の人体から排出され、又は

採取された検体について、当該保険医療機関以外の

施設に臨床検査技師等に関する法律（昭和 33 年法

律第 76 号）第２条に規定する検査を委託する場合

における検査に要する費用については、別に厚生労

働大臣が定めるところにより算定する。 

1、4、7～11、16～18（※略） 

2 検査に当たって施用した薬剤の費用は別に算定で

きるが、第２章第５部投薬の部に掲げる処方料、調

剤料、処方箋料及び調剤技術基本料並びに同第６部

注射の部に掲げる注射料は、別に算定できない。な

お、検査に当たって施用される薬剤（検査用試薬を

含む。）は、原則として医薬品として承認されたもの

であることを要する。 

 

3 撮影した画像を電子媒体に保存した場合、保存に

要した電子媒体の費用は検査にかかる所定点数に

含まれる。 

 

5 第１節又は第３節に掲げる検査料の項に掲げられ

ていない検査のうち、特殊なものの費用について

は、その都度当局に内議し、最も近似する検査とし

て通知されたものの算定方法及び注（特に定めるも

のを除く。）を準用して、準用された検査に係る判断

料と併せて算定する。 

 

6 点数表において２つの項目を「及び」で結んで規

定している検査については、特に定めるものを除

き、当該両項目の検査を併せて行った場合にのみ算

定する。 

 

12 同時又は一連として行った２以上の検査の結果

から計算して求めた内容が、検査料に掲げられた項

目に該当する場合であっても、当該内容についての

点数は算定できない。 

 

13 ２回目以降について所定点数の 100 分の 90 

に相当する点数により算定することとされている

場合において「所定点数」とは、当該項目に掲げら

れている点数及び当該注に掲げられている加算点



数を合算した点数である。 

 

14 同一項目について検査方法を変えて測定した場

合には、測定回数にかかわらず、主たる測定方法の

所定点数のみを算定する。 

 

15 算定回数が複数月に１回又は年１回のみとされ

ている検査を実施した場合は、診療報酬明細書の摘

要欄に前回の実施日（初回の場合は初回である旨）

を記載する。 

 

  


